
令和６年度 道路防災対策等に関する技術検討会

現地確認 結果
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異常気象時通行規制区間及び規制基準の見直し

～規制区間の解除～



１．実施区間

２．実施概要

３．区間の概要

４．現地確認

５．まとめ
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１．実施区間

路線名 位置
延長
【ｋｍ】

（現）基準
雨量区分

最大経験
雨量

（新）基準
雨量区分

岬加太港線
（主要地方道）

泉南郡岬町多奈川谷川
～多奈川小島

2.5 基準２１０㎜ ２９１㎜ 規制解除
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１．実施日時 ： 令和６年１１月６日（水）１４時～１６時

２．現地確認者 ： 京都大学 岸田教授
関西大学 小山教授

３．対象路線 ： 主要地方道 岬加太港線
４．現地確認ルート

２．実施概要

起点

終点
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１．異常気象時通行規制区間の概要
○路線名 ： 主要地方道 岬加太港線
○対象区間 ： 泉南郡岬町多奈川谷川～多奈川小島（延長2.5km）
○交通量 ： 1,173台/24h（出典：令和３年度道路交通センサス）
○規制基準 ： 通行止め連続雨量210mm（通行注意160mm）
○指定年度 ： 昭和46年度（令和２年度規制雨量緩和）

２．過去の雨量履歴及び災害履歴

降雨日時 連続雨量 災害履歴
H30年 7月 5日 16時～ 6日 19時 291mm 災害なし
※上記以下の降雨でも過去10年間、災害履歴なし

３．区間の概要
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箇所図

３．区間の概要

規制箇所
主要地方道岬加太港線
（泉南郡岬町多奈川谷川～多奈川小島）

○ 規制区間延長 L=2.5km
○ 規制基準 連続雨量 210㎜

（通行注意 １６０㎜）
※R2.4に見直し（＋60㎜）

○ 雨量観測所 多奈川

迂回路
（木ノ本岬線）

迂回路
（和歌山阪南線）

雨量観測所：多奈川



６．道路防災点検結果（H27点検）

３．区間の概要
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要対策箇所
K135A070

規制区間2.5ｋｍ

起点

終点
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現地状況写真

４．現地確認

K135A070 経過観察箇所の対策状況の確認（学識経験者）
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５．まとめ
（１） 経過観察期間中の当該区間の被災状況

⇒ 令和２～６年度の経過観察期間中に当該区間内での災害なし。

（２） 要対策箇所の落石対策工の状況

⇒ 健全な状態である。

（３） 落石対策工等における適正な維持管理

⇒ 点検の際に、落石が溜まっていないか、樹木付近で亀裂等生じて
いないかを確認し、必要に応じて対策を実施する。

☆学識経験者の解除についての同意を得られた

異常気象時通行規制区間の解除を実施


